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国
民
の
財
産
た
る
過
疎
地
域
の
支
援
に
関
す
る
質
問
主
意
書

総
務
省
が
、
本
年
六
月
十
三
日
か
ら
同
月
末
ま
で
の
期
間
に
行
っ
た
「
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村

計
画
へ
の
影
響
調
査
」
に
よ
る
と
、
特
定
被
災
区
域
の
過
疎
関
係
市
町
村
六
十
八
団
体
を
対
象
に
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町

村
計
画
で
予
定
さ
れ
て
い
た
事
業
の
進
捗
に
及
ぼ
す
影
響
把
握
を
目
的
に
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
回
答
五
十
七
団
体
（
七
月
五
日

現
在
）
の
中
、
さ
ら
に
絞
っ
た
東
北
三
県
（
岩
手
、
宮
城
、
福
島
）
の
過
疎
地
域
市
町
村
四
十
六
団
体
の
う
ち
、
「
過
疎
法
の

期
限
内
に
事
業
終
了
が
不
可
能
ま
た
は
見
込
み
が
立
た
な
い
」
と
答
え
た
の
は
計
十
二
市
町
村
で
、
被
災
地
が
復
旧
・
復
興
事

業
を
最
優
先
に
取
り
組
む
あ
ま
り
、
予
定
し
て
い
た
過
疎
対
策
事
業
が
期
限
内
に
で
き
な
く
な
り
、
企
業
・
個
人
の
二
重
債
務

問
題
を
、
自
治
体
自
ら
も
抱
え
て
い
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

ま
た
、
旧
合
併
特
例
法
に
基
づ
い
て
最
も
遅
く
合
併
し
た
自
治
体
に
お
い
て
は
、
合
併
特
例
債
の
発
行
期
限
が
平
成
二
十
八

年
三
月
末
と
な
り
、
過
疎
対
策
事
業
債
の
発
行
期
限
と
一
致
し
、
本
来
行
わ
れ
る
べ
き
過
疎
対
策
事
業
の
遅
れ
が
懸
念
さ
れ

る
。国

は
、
早
急
に
国
家
的
危
機
管
理
を
第
一
義
と
し
て
、
復
興
の
た
め
の
省
庁
等
を
設
置
し
、
被
災
地
の
状
況
を
き
め
細
か
く

把
握
し
た
現
場
主
義
を
基
に
、
必
要
な
法
整
備
の
見
直
し
や
規
制
緩
和
に
積
極
果
敢
に
取
り
組
み
、
早
期
復
興
は
言
う
に
及
ば
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ず
、
過
疎
地
域
が
果
た
す
多
面
的
・
公
益
的
機
能
が
国
土
保
全
に
資
す
る
国
民
の
財
産
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
、
総
合
的
・
一

体
的
な
支
援
を
惜
し
ま
ず
行
う
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

総
務
省
が
行
っ
た
「
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計
画
へ
の
影
響
調
査
」
に
つ
い
て
、
そ
の
後
の

進
捗
状
況
を
示
さ
れ
た
い
。

二

一
に
関
連
し
、
震
災
の
被
害
が
甚
大
だ
っ
た
た
め
未
回
答
だ
っ
た
岩
手
県
の
一
市
八
町
二
村
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

三

我
が
自
由
民
主
党
は
、
過
疎
対
策
事
業
債
と
併
せ
、
合
併
特
例
債
の
期
限
延
長
の
検
討
に
素
早
く
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
過
疎
法
改
正
を
視
野
に
入
れ
る
時
、
政
府
与
党
と
し
て
そ
の
改
正
手
法
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

く
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

四

一
〜
三
に
関
連
し
、
過
疎
対
策
事
業
債
の
償
還
年
数
の
見
直
し
及
び
元
利
償
還
に
係
る
交
付
税
算
入
率
を
拡
大
し
て
ほ
し

い
と
の
声
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
応
え
て
い
く
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

五

過
疎
地
域
に
お
け
る
住
民
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
の
治
山
・
治
水
事
業
や
消
防
・
防
災
施
設
の
整
備
は
必
要
不
可
欠
で
あ

二



り
、
非
常
時
の
避
難
施
設
や
学
校
な
ど
の
耐
震
化
も
求
め
ら
れ
る
が
、
国
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
、
菅
内

閣
の
見
解
如
何
。

六

先
の
新
潟
・
福
島
豪
雨
で
は
、
避
難
指
示
に
お
い
て
、
携
帯
電
話
に
よ
る
一
斉
メ
ー
ル
が
多
大
な
貢
献
を
し
た
が
、
過
疎

地
域
に
お
け
る
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
整
備
、
移
動
通
信
用
鉄
塔
等
の
整
備
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
進
捗
状
況
な
の
か
示

さ
れ
た
い
。

七

過
疎
地
域
の
森
林
や
農
地
な
ど
地
域
資
源
を
大
い
に
活
用
し
て
、
そ
の
環
境
と
特
性
を
活
か
し
た
産
業
振
興
及
び
雇
用
創

出
に
つ
い
て
、
国
と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
を
し
て
い
く
の
か
、
菅
内
閣
の
具
体
的
な
見
解
如
何
。

八

平
成
二
十
二
年
度
予
算
は
、
地
方
切
捨
て
と
い
う
声
も
あ
っ
た
が
、
国
民
の
財
産
た
る
過
疎
地
域
の
衰
退
を
食
い
止
め
る

た
め
の
様
々
な
施
策
を
国
の
基
本
方
針
と
し
て
明
確
に
定
め
た
上
で
、
今
後
に
お
け
る
総
合
的
・
一
体
的
な
支
援
及
び
予
算

編
成
・
財
源
確
保
が
必
要
と
考
え
る
。
平
成
二
十
三
年
度
第
三
次
補
正
予
算
及
び
平
成
二
十
四
年
度
予
算
で
は
、
過
疎
対
策

関
係
予
算
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
く
の
か
、
菅
内
閣
の
方
針
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


